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府立門真なみはや高等学校 

校 長 柳田 典昭 

 

令和５年度 学校経営計画及び学校評価 
１ めざす学校像 

一人ひとりが豊かな創造性を備え、持続可能な社会の創り手となるために 

１ 自ら考え行動し、課題を解決する力を備え、多様な人と協働できる生徒を育てる。 

２ 地域コミュニティを支える良識ある市民を育てる。 
 
２ 中期的目標 

１ 教育の方針 

    興味・関心に応じた深い学び、多様な学びを展開し、思考力、判断力、表現力を身につけ、コミュニケーション能力を高める教育を推進する。 

２ 確かな学力の定着と学びの深化 

(1)  カリキュラム・マネジメントを進める委員会を中心に、新学習指導要領などで求められる力を育てる。 

ｱ 各教科等の内容を相互の関係でとらえ、３年間で生徒たちが必要な資質・能力を身につけることができるように総合学科としてのカリキュラム

を実施する。 

ｲ 新課程に対応した授業、評価の研究、実践を重ね、学習の基盤となる言語能力や情報活用能力、問題発見・解決能力を育成する。 

(2)  授業改善に取り組む。主体的・対話的で深い学びを通し、思考力・判断力・表現力を高める。 

ｱ わかりやすい授業を行う。 

ｲ 生徒が考える授業を行う。（思考力、判断力） 

ｳ 授業における、生徒同士の活動、教員との対話を大切にする。（表現力） 

ｴ 基礎的、基本的な知識及び技能を確実に身につけさせる。 

ｵ 話し合い、調べ学習、発表、実験、実習、地域貢献等を通して、考える力・まとめる力・発表する力等を育成する。 

そのために 

ｶ   公開授業、研究授業、授業見学、研修、授業アンケートなどを活用した授業改善に組織的に取り組む。 

ｷ   一斉学習、個別学習や協働学習をバランスよく組み合わせ、学びの深化をはかる。 

ｸ １人１台端末をはじめとする ICTを効果的に取り入れた授業の研究を進める。 

ｹ 生徒自身が自ら学び、授業以外でも学習できるように取り組む。 

※授業アンケートにおける「興味関心が持てた」「知識技能が身についた」の第一評価を R７年度に 50%以上（R４:47,50/R３:46,48/R２:46,47）にする。 

※学校教育自己診断（生徒向け）の「教え方に工夫をしている先生が多い」の第一評価を R７年度に 40%以上（R４:30/R３:29/R２:33）にする。 

※学校教育自己診断（生徒向け）の「学校は１人１台端末を有効に活用している」の第一評価を R７年度に 50％以上にする。 

                         備考  評価の基準 

 

 

 

３ 生徒の意欲を高める仕組みづくり 

(1)  効力感、達成感の育成 

ｱ 教科や教科横断的な行事などの中で自己表現をしたり、認められたりする場を広げる。 

ｲ 教科学習と学校行事、部活動等の活動との両立を支援するとともに R７年度に部活動参加率 70%以上を維持する。（ R４:75 / R３:74 / ２:74）。 

ｳ 小学校、中学校、大学との連携を深める。また地域ボランティアなどの貢献活動を持続する。 

ｴ 生徒が多様性を認め、お互いを尊重するため、人権尊重の意識や道徳的な態度を育む取組みを充実させる。 

(2)  キャリア教育の推進 

ｱ 進路部・教務部・学年を中心に教科とも連携を図り、３年間を通じたキャリア教育を充実させる。 

ｲ 日々の学習、フィールドでの発表や研修などを通して、自分の進路や生き方を考えさせる。 

(3)  進路実現の支援: ４年制大学進学希望者の４年制大学への進学率を R７年度に 90%以上にする。(R４:95 / R３:97 / R２:84) 

就職希望者の就職率を R７年度も 100%を維持する。(R４:100 / R２:100 / R３:100)  

(4)  資格取得の推進 

※学校教育自己診断（生徒向け）で「授業で発表する機会がある」の第一評価を、R７年度までに 45%にする。（R４:40 / R３:40 / R２:43） 

「ガイダンスは分かりやすい」の否定的評価（第三、四評価の合計）を、R７年度に 10%以下とする。（R４:14 / R３:10 / R２:９） 

「進路や生き方を考える機会がある」の第一評価が、R６年度に 50%以上を維持している。 （R４:59  / R３:62/ R２:71） 

４ 生徒の発達の支援と安全で安心な魅力ある学校づくり  

(1)  生徒の規範意識を醸成する 

ｱ 基本的生活習慣の確立と規範意識の醸成に努める。 

ｲ 生徒が自分で判断して自らの行動を律することができるようにする。 

(2)  生徒が安心して学校生活が送ることができるように、個々の生徒への支援体制を強化する。 

ｱ 課題のある生徒について SC、SSW と緊密に連携し、生徒情報交換会、ケース会議等を実施し、教員、養護教諭等が協力しながら指導方針を明示し

ていく。 

(3)  保護者・地域・教育関係機関との連携をあらゆる場面で充実させる。 

(4)  働き方改革 

※学校教育自己診断（保護者・生徒向け）での「何かあれば相談できる先生がいる」の否定的評価（第三、四評価の合計）を R７年度までに、生徒向け 15%

以下（R４:31 / R３:29/ R２:29）、保護者向け 15%以下（R４:20 / R３:22 / R２:19）にする。 

５ グローバル人材の育成 

(1)  日本語指導が必要な帰国生徒・外国人生徒の指導 

ｱ 出身中学、母語指導者等との密接な情報交換を日常的に行い、渡日・外国人生徒の指導を行う。 

ｲ 日本人生徒との交流の促進 

第一評価 よくあてはまる 

第二評価 ややあてはまる 

第三評価 あまりあてはまらない 

第四評価 全くあてはまらない 
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(2)  国際交流の推進 

ｱ 生徒の短期語学研修の実施（英語圏、中国語圏、韓国語圏） 

ｲ 外国の学校との相互交流の実施（訪問の受け入れやオンラインによる交流の実施） 

※コロナ感染症拡大がおさまれば、語学研修を再開する（年１回行い、中期的に参加者 10人程度(R１:19 / R２:０ / R３:０)をめやすとする）。 

 

【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】 

学校教育自己診断の結果と分析 学校運営協議会からの意見 

※下の表の数字は生徒回答の第一評価の% 

生徒たちは本校に来る意義を感じている 

 R５ R４ R３ R２ R１ 

学校に行くことに意義を感じている 40 42 43 49 40 

門真なみはや高校に入学してよかったと感じている 49 49 52 65 54 

この学校は自分にあったフィールドや科目がある 52 49 56 61 55 

 

授業を受ける環境について再確認が必要である 

 R５ R４ R３ R２ R１ 

生徒が静かに授業を受ける環境がある 41 49 52 43 29 

教室はきれいで、授業を受ける態勢ができている 36 41 43 38 31 

 

第二評価を合わせると 85％の生徒が、先生は工夫していると肯定的にとらえ、

92％の生徒が発表の機会があると感じている。 

 R５ R４ R３ R２ R１ 

教え方に工夫をしている先生が多い 32 30 29 33 23 

授業で自分の考えをまとめたり、発表する機会がある 40 40 40 43 42 

 

第二評価を合わせると 70％程度の納得感があるもの、生徒の思いを受け入れたう

えで、生徒が納得感を得られる指導を進める。 

 R５ R４ R３ R２ R１ 

学校の制服・遅刻・頭髪指導は適切だと感じる 27 25 28 42 37 

学校生活について先生の指導は納得できる 27 26 25 37 34 

先生は生徒に対して適切な態度や言葉遣いで接している 43 42 39 47 42 

 

生徒は行事に前向きに取り組んでいるといえる 

 R５ R４ R３ R２ R１ 

文化祭、体育祭、球技大会などの生徒会行事は有意義だ 63 59 57 72 61 

 

将来の進路、生き方について十分考える機会があると生徒は感じている 

 R５ R４ R３ R２ R１ 

将来の進路や生き方について考える機会がある 60 59 62 71 59 

 

命の大切さや、社会のルールについて学ぶ機会があるといえる 

 R５ R４ R３ R２ R１ 

命の大切さ、社会のルールについて学ぶ機会がある 48 50 41 41 44 

 

この学校では、十分人権に配慮がなされている 

 R５ R４ R３ R２ R１ 

この学校では、十分人権に配慮がなされている 55 57 56 59 53 

 

生徒が教員に対してより相談しやすい環境作りをさらにすすめていく必要があ

る。 

 R５ R４ R３ R２ R１ 

何かあれば、相談できる先生がいる 32 30 36 33 33 

この学校では、教職員が「いじめ」がおこらないように気を 

配っている 
33 31 32 32 36 

この学校では、生徒間の「いじめ」はみられない 58 62 67 69 58 

 

奨学金制度の説明について再検討が必要である 

 R５ R４ R３ R２ R１ 

フィールドや選択科目のガイダンス指導はわかりやすい 44 40 42 52 39 

奨学金制度について、紹介や説明がなされている 43 52 45 48 48 

 

１人１台端末の活用をさらに進める。 

 R４ R４ R３ R２ R１ 

学校は１人１台端末を効果的に活用している 52 53 － － － 
 

 

第１回 令和５年６月 14 日（水） 

○ICT の効果的な活用について 

・大学では生成 AI を学生がアカウントを使って活用するようにしている。生成 AI が出

した答えを一度自分の手で書いたうえで検証して活用することが大事。自分の手で書い

て、声を出して振り返りながらキーボードで打ち込み、定着、内在化する仕組みが必要。

書くという作業とタブレットの活用の両面で思考ツールとして利用していく。 

〇今後の門真なみはや高校が進む方向性について 

 ・今後も日本語サポートの必要な生徒を育ててほしい。 

 ・インターネットが普及して、知識注入型の教育の価値がなくなっている。生成 AI も出

て、今後どんな力をつけさせていくのか、深める力や協働してなしとげる力が必要。学校

の授業も穴埋めドリルから脱脚する必要があるのでは。 

 ・教員が子どもに寄り添ってくれている姿勢が親としてうれしい。相談しやすい先生方

が卒業するまで生徒に寄り添ってくれているので、保護者としても本校を友人などにす

すめることができる。今後、日本語指導が必要な帰国生徒・外国人生徒の枠を広げること

も大事ではないか。 

 ・多様な価値観を認めて皆が住みやすい社会を作ってもらいたい。社会の中で生きてい

く、社会の中で多様性を認めていくという考え方、社会をスムーズに運営していく中で、

多様性を認めていく姿勢が大事。 

・これから必要な力は、多文化マネジメント能力である。人を束ねて、言葉でコミュニテ

ィを作り、行動して結果を出していく。その原動力は１人ひとりの夢である。その１人ひ

とりの夢を育てることが必要である。総合的に探究し発信していくことで、学校の価値

を高めていくことが実現できるのではないか期待している。 

 

第２回 令和５年 11 月 15日（水） 

〇学校経営計画の進捗状況について 

 ・日本語指導が必要な生徒が在籍していることで、学校にどんな良い影響を与えている

かなどのアンケート等は実施しているか。日常的に当たり前になっていると思うが、エ

ビデンスを持っていたほうがいいと思う。 

〇その他 

 ・福祉フィールドの授業見学を受けて、フィールドでの学習が生徒の進路にどう影響す

るのだろうと興味を持った。 

 ・学校の説明を受けて、なみはや高校が持っている生徒のポテンシャルの高さを実感し

た。 

 ・他学年の授業見学（特に福祉フィールド）を通して、学校全体の教育活動を見学する

ことができた。福祉フィールドでは生徒がおむつを交換の実習をしている様子から、こ

こまでできるのかという感想を持った。 

 

第３回 令和６年１月 17 日（水） 

〇令和５年度学校経営計画及び評価について 

 ・学校教育自己診断「生徒が静かに授業を受ける環境がある」という項目だが、経年変

化をみるという観点から変更は難しいかもしれないが、一斉授業の講義形式から授業ス

タイルが変わってきているので、指標の捉え方を変えるべきではないか。 

○令和６年度学校経営計画について 

 ・相談室の先生について、負担が増えることで教科指導などに影響が出ないようにお願

いしたい。 

 ・「明日のなみはやを考える会」を中心に動き出していることが良かった。 

 ・学校運営協議会の内容が反映されたものになっていることが良かった。 

○全体を通して 

 ・「感動体験」をする中で、従来の活動の整理が必要だと思った。 

 ・生成 AI がある中で、子どもたちにどのような力を持たせたいかが重要となる。多くの

経験やチャレンジが世の中に出るうえで大きな原動力となると思う。 

 ・学校運営協議会の内容が年々充実していると思った。 

 ・「令和６年度学校経営計画」をみて、「総合学科のなみはや」らしくなってきた。 

 ・小学校の子どもたちがめざすモデルケースとなるような学校になっていってほしい。 
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３ 本年度の取組内容及び自己評価 

中期的 
目標 

今年度の重点

目標 
具体的な取組計画・内容 評価指標〔R４年度値〕 自己評価 

２ 

確
か
な
学
力
の
定
着
と
学
び
の
深
化 

(1) 新カリキ

ュラム等

の実施 

 

 

(2) 各教科を

中心とし

た授業改

善 

 

 

 

 

 

(3) 主体的、

対話的で

深い学び

をめざす 

 

 

 

 

 

 

 

ｱ カリキュラム・マネジメントをす

すめ観点別評価の確立に向け実

践を重ねる。 

 

 

ｱ・わかりやすい授業を行う。 

・生徒が考える授業を行う。 

・生徒同士、教員とのコミュニケー

ションを大切にする授業を行う。 

・基礎的・基本的な知識及び技能を

確実に習得させる。 

・生徒自身の発表の機会を設ける

等授業形態の工夫をする 

 

ｱ・ICT などの活用 

・１人１台端末を有効に活用し、プ

レゼンテーションソフトや学習

支援クラウドサービスを有効に

活用した授業を行う 

 ｲ 教員相互の授業見学と研修 

・教員相互に授業見学を行い、授業

力を高める。また研修の機会を有

効に活用する 

 ｳ 自主的な学習の推進 

・授業以外の学習時間を前年比

10％以上の増加を図る。そのため  

に、自主的に取り組める課題を計

画的に提示するなどして学習意

欲を喚起する 

・読書習慣を身につける。そのため 

に、国語科などを中心として本を 

読むことにつながる課題等を設 

定する。 

ｱ・カリキュラム・マネジメントに関する委員会 

15 回〔11 回〕 

・職員研修１回以上 〔１回〕 

・職員会議冒頭ミニ研修５回以上〔３回〕 

 

ｱ・授業アンケートの「興味関心が持てた」 

の第一評価を 48%〔47%〕とする。 

・「知識技能が身についた」の第一評価を 

50%〔50%〕を維持する 

 

・生徒自己診断「授業で発表する機会が 

ある」の第一評価と第二評価の合計 90%〔93%〕

を維持する 

 

ｱ・生徒自己診断「教え方を工夫している先生が

多い」の第一評価 30%以上〔30%〕を維持する。 

・生徒自己診断の「学校は１人１台端末を有

効に活用している」の第一評価と第二評価の

合計が 65%以上を維持する〔85%〕 

 ｲ 教員自己診断「各教科において、生徒の

実態に応じて指導方法の工夫・改善が行わ

れている」の第一評価と第二評価の計 90％

以上 

ｳ・授業以外の学習時間を 

１年生 60 分以上〔平日 53 分〕 

２年生 30 分以上〔平日 29 分〕にする 

 

 

 

・１年生対象に３学期にアンケートを行い、 

１年間で一冊以上の本を読んだ生徒が 80%以 

上となるようにする 〔81%〕 

ｱ カリキュラム・マネジメントに関する委員会に代

わって、「明日のなみはやを考える会」を新設、11

回の会議を開催した。しかし、観点別評価につい

て、職員研修などの効果的な機会を持つことはで

きなかった。              （△） 

ｱ ・授業アンケートの「興味関心が持てた」の第一

評価は 46%、昨年度より１ポイント下がった。（△） 

・「知識技能が身についた」の第一評価も 49%と、昨

年度より１ポイント下がった。      （△） 

 

 ・第一評価と第二評価を合計すると 92%と、90％

以上を維持することが出来た。      （〇） 

 

 

ｱ・第一評価は 32%になり、昨年度を上回り、生徒は

教員が工夫をしていると感じている。   （○） 

・１人１台端末については第一評価と第二評価の

合計は 88%となり、昨年度を上回った。  （〇） 

 

ｲ 第一評価と第二評価の合計は 95%であった。さら

に、第一評価は昨年度より 11 ポイント上昇して

おり、授業改善が進んでいる。     （◎）        

 

ｳ・授業以外の学習時間は 

  １年生が 60.5 分〔平日 51 分〕 

２年生が 34.5 分であった。            （〇） 

 

 

 

・１年間で一冊以上の本を読んだ生徒は 80%であっ

た。                  （〇） 

 

３ 
  
生 
徒 
の 
意 
欲 
を 
高 
め 
る 
仕 
組 
み 
づ 
く 
り 
 

(1) 効力感、

達成感の

育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) キャリア

教育の推

進 

 

 

 

 

(3) 進路実現

の支援 

 

 

 

 

(4) 資格取得

の推進 

ｱ 部活動参加率を上げる。 部活

動の説明会などを充実させ、全

学年の生徒の部活動の加入率を

高める。 

ｲ 地域連携 地域の小中学校への

出前授業や、他の機関との連携、

オンラインを含めた交流を通し

て地域に根差した学校とする。 

 

 

 

 

 

ｱ 「産業社会と人間」から始まる３

年間のキャリアプランの作成 

・2,3 年生のキャリア教育の充実 

ｲ 生徒が選択を通じて自己実現を

図るガイダンス機能を充実す

る。 

 

ｱ  多様な学びの中で形成した個々

の力を最大限に発揮できるよ

う、生徒が最後まで努力するこ

とを支援し、希望進路の実現を

図る。 

 

ｱ 資格取得の意義を理解できるよ

うに生徒に積極的な働きかけを

行う。 

ｱ 部活動加入率 70%以上を維持する〔75%〕 

 

 

 

ｲ ・コロナ感染状況を見極めつつ、３つ以上の

交流を実施する。 

 ・交流後に実施する事後アンケートで、満足

度 70%以上となるような取り組みを行う 

 

 

 

 

 

ｱ 自己診断「進路や生き方を考える機会があ

る」の第一評価 50%以上を維持する〔58%〕 

 

ｲ 自己診断「ガイダンスはわかりやすい」 

の否定的評価（第三、四評価の合計）10%

以下にする〔14%〕 

 

ｱ ３学年当初の四年制大学進学希望者の四年

制大学への進学率 80％以上を維持する 

  〔84%〕 

就職内定率 100%を維持する〔100%〕 

 

 

ｱ 受験者数の増加 

・漢字検定受験者数 60 名以上を維持〔106 名〕 

 

ｱ 部活動加入率は 74%であった。引き続き、生徒の

自主的な活動を推進していきたい。    (○) 

 

 

ｲ  多文化交流部が門真市のフェスティバルに参

加。情報フィールドで地元企業のポスターを作成

し校外で展示。美術フィールドが門真市アートフ

ェスに参加。また、外国にルーツのある地元の小

中学生を招いてのイベント等を実施するなどし

た。実施後の振り返りで、生徒の満足度、自己肯

定感は 70%を大きく上回ったと実感できる。 

                  （〇） 

  

ｱ 「進路や生き方を考える機会がある」の第一評価

は 60%で、昨年を２ポイント上回った。   （〇） 

 

ｲ 「ガイダンスはわかりやすい」の否定的評価は 

12%で２ポイント改善したが、10％には届かなかっ

た。一方で、第一評価は４ポイント改善した。 

            （〇） 

ｱ 四年制大希望者の進学率は 95%と目標を大きく上

回った。（３月 15 日時点）         （◎） 

 進路変更した生徒を除いた生徒の就職希望内定率

は 100%。               （○） 

 

 

ｱ  

・漢字検定の受験者数は 45 名と減少するが、英検受

験者は 106 名から 135 名と大きく増加した。(〇) 



№１０１０ 

 

府立門真なみはや高等学校 

・英語検定準２級以上（CEFR A２以上）の生徒

数 100 名以上を維持する〔186 名〕 

・選択したフィールドに関する資格試験の受験

率（パソコン検定など 80%以上維持）〔100%〕 

・英語検定準２級以上（CEFR A２以上）相当の生徒

数は、約 180 名。             （〇） 

・フィールドに関する資格試験の受験率は 100%（〇） 

４ 

生
徒
の
発
達
の
支
援
と
安
全
で
安
心
な
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り 

(1) 生徒の規

範意識の

醸成 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 課題のあ

る（困り

感 の あ

る）生徒

の支援 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 保護者連

携・地域

連携の一

層の推進 

 

 

 

 

(４)働き方改  

  革 

ｱ 規範意識を持たせる。生徒の思

いを理解しつつ指導を進め、生

徒が指導の目的を理解し納得感

を得られるようにする。 

 

 

 

ｲ 情報リテラシーの育成。特に SNS

の利用について、研修や授業を

通してリテラシーを高める。 

 

ｱ 軽微なことでも生徒についての

情報を共有する情報交換会の開

催。 

ｲ SC、SSWなどの外部人材を活用し

た校内組織をつくる。 

 

ｳ 生徒相談室を充実させるなど相

談体制の充実を図る 

・「保健だより」等を活用した窓

口の周知、教職員からの声掛けを

継続する。 

 

ｱ 保護者、地域、中学校等へ本校の

取り組みを積極的に発信する 

 

ｲ 保護者連携の推進のため、メー

ルの一斉配信など確実な連絡を

行う。 

 

 

ｱ  会議資料、小テスト等教材での

ペーパーレス化を進める。 

ｲ・各種アンケートにおいて、フォー

ム作成ツールを活用する。 

・メール配信サービスを活用し効

率的に欠席連絡を把握する。 

ｱ・自己診断「制服・遅刻・頭髪指導は適切であ

る。」第一評価を 30%以上〔25%〕または肯定

的評価 70%以上〔67%〕にする 

 

・自己診断「先生の指導は納得できる」 

第一評価を 40%以上〔26%〕または肯定的評価

70%以上〔70%〕にする 

ｲ 自己診断「情報機器や SNS を使用する際にル

ールを守っている」の第一評価 50%以上〔71%〕

を維持する 

 

ｱ 支援・教育相談委員会を含めた生徒情報交

換会を７回以上開催〔９回〕 

 

ｲ SC、SSW を構成メンバーとした会議を２回以

上開催する  〔新規〕 

 

ｳ 自己診断（保護者・生徒向け）「何かあれば

相談できる先生がいる」の否定的評価（第

三、四評価の合計）を、生徒向け 25%以下に

する〔30%〕保護者向け 20%以下を維持する

〔19%〕 

 

ｱ HP のアクセス数を１年間で 50000 以上とす

る。 〔新規〕  

 

ｲ 保護者向け自己診断「学校は、家庭への連絡

や意思疎通を十分行っている」の第一評価

を 24%にする〔20%〕 

 

 

ｱ 会議資料の電子化を進め、ペーパーレス会

議を５回以上おこなう〔３回〕 

ｲ フォーム作成ツールを活用したアンケート

を５回以上実施する 

ｱ・「制服・遅刻・頭髪指導は適切である」の第一評

価は 27%、肯定的評価は 67%であった。引き続

き、丁寧な指導に努めていく。      （△） 

 

・「先生の指導は納得できる」の第一評価は 27%、

肯定的評価は 76%であった。       （〇） 

 

ｲ 生徒自己診断の第一評価は 71%。情報機器や SNS

の利用についてリテラシーを意識することが浸透

している。               （〇） 

 

ｱ 生徒情報交換会（学年主任会）を 17 回開催、生徒

の情報交換を行った。           （◎） 

 

ｲ SSW を構成メンバーとして、個別支援に係る会議

を１回開催した。SSW を講師に校内研修を実施し

た。                  （○） 

ｳ 「何かあれば相談できる先生がいる」の否定的評

価は生徒が 29%。保護者は 24%であった。次年度、

相談体制を整え、SC や SSWとも連携しながら、生

徒が相談しやすい状況をつくっていく。  （△） 

 

 

ｱ フィールドブログを新設したが、HP のアクセス

数は約 30000 程度となり、目標を達成できなかっ

た。                 （△） 

ｲ 第一評価は 19%と微減。第二評価も合わせると 73%

で昨年より４ポイント上がっており、おおむね意

思疎通ができているともいえるが、第一評価をさ

らに高めたい。             （△） 

 

ｱ ６月以降の職員会議・運営委員会は原則電子化し

た。（12 月時点でそれぞれ 12 回）    （◎） 

ｲ 各学年度で 17 回程度フォーム作成ツールを活用

したアンケート実施している。     （◎） 

５ 

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成 

(1) 日本語指

導が必要

な帰国生

徒外国人

生徒の指

導 

 

(2) 国際交流

の推進 

ｱ 合格発表後、早期からの高校生活

支援を継続するとともに一般選

抜合格生徒も含めた生徒間交流

を促進する 

 

 

 

ｱ 生徒の短期語学研修の充実 

 

 

 

 

 

ｲ 外国の学校との相互交流の実施 

ｱ 外国にルーツのある生徒達等による文化

発表会等での自国文化の紹介を年２回実

施する 

 

 

 

 

ｱ 参加者５名程度を当面の目標として、短期

語学研修を再開する。 

〔０人 コロナ禍のため〕 

ひきつづき、海外に渡航できない生徒も参

加が可能である国内での語学研修を実施

する〔１回〕 

ｲ １校以上の交流を受け入れる 

〔０校 コロナ禍のため〕 

コロナ等で受け入れができない場合は 

オンラインによる交流を複数回実施する 

〔２回。韓国、中国〕 

ｱ 学年集会において、外国ルーツの生徒が自国文化

の紹介を行った。そのほか、門真市や他市で行わ

れた国際交流イベントに多文化交流部が出演す

るなどした。〔11 回〕          (◎) 

  

  

       

ｱ オーストラリアへの短期語学研修を実施した（参

加者 10 名）。国内では、英語フィールドの生徒

が「留学生と巡る京都」というプログラムに参加

し、語学研修を行った。〔１回〕     (◎) 

       

    

ｲ 海外からの訪問はなし。オンラインによる交流に

ついては、中国の瀋陽外国語学校、韓国の論山

大建高校とそれぞれ１回ずつ交流を実施した。

〔２回〕               (〇) 

 

 


